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Pー1

サイドレール ヘッドボード

ジョイント
コネクターナット

M6×L50〜60ボルト－2

・木ネジ－２
（※注意　付いていない場合があります。） （※注意　付いていない場合があります。）

●Ｂタイプ ●Ｃタイプ●Ａタイプ

Ｍ８×Ｌ２０ワッシャボルト
埋め込みナット ヘッドボード

サイドレール

サイドレール

ヘッドボード
埋め込みナット

Ｍ８×Ｌ２０ワッシャボルト
Bタイプは
Aタイプより
埋め込みナットが
多い。

Cタイプは
Bタイプより
埋め込みナットが
多い。Ｍ８×Ｌ２０ワッシャボルト

埋め込みナット

ヘッドボード

サイドレール
ハイ
ポジション

ロー
ポジション



Pー2

●ｂタイプ ●ｃタイプ●ａタイプ



Pー3

サイドレール ヘッドボード

ジョイント
コネクターナット



Pー4

ヘッド側とフット側のボ
トムの高さの違いの原因
となります。



Pー5



Pー6



Pー7

（※注意　付いていない場合があります。）

（※注意　付いていない場合があります。）

（※注意　付いていない場合があります。）



Pー8

2. �ヘッドボードとフットボードの内側の中央の穴に、両切ボルトをねじ込んでください。
（※注意　両切ボルトが付いていない場合は、ねじ込まなくても問題ありません。）

引出ＢＯＸは右側でも左側でも取り付けられますので、よく検討して決めてください。� �
引出ＢＯＸを付ける方向に、両切ボルトを１５ｍｍ出して付けてください。

3. �引出ＢＯＸを置く位置を決めて、引出を取り出してください。� �
次の図の様に、前にいっぱいに引いてから引出を上にあげると取り出せます。

引出

引出ＢＯＸ

レバー部

右側は、レバーを
下にさげます。

左側は、レバーを
上にあげます。

●ａタイプ（ローラースライドレール） ●ｂタイプ（ボールベアリングスライドレール）
作業は必ず大人２名で行ってください。引出ＢＯＸを置く
位置を決めて、引出を取り出してください。図のように引
出を前にいっぱいに引いてから、レバーを操作しながら引
出を引くと取り出せます。

4. �引出ＢＯＸにヘッドボードとフットボードを仮り止めして下さい。� �
ヘッドボードの埋め込みナットの仕様は下図のタイプがあります。よく検討してください。� �
ヘッドボードとフットボードの内側に付けた両切ボルトの出っ張り部分を引出ＢＯＸの後方の穴に入れます。ボ
ルトがヘッドボード及びフットボードに入りにくい場合、上下左右に動かすと入りやすくなります。



●ａタイプ（ローラースライドレール）
引出を戻すときは、引出ＢＯＸ側のスライドレールを前にいっぱい引いて
から、ボールベアリングレールを前に引き出し、引出側のスライドレールを
引出ＢＯＸ側のスライドレール先端の樹脂ロックとボールベアリングレー
ルに差し込み、スムーズに押しながら入れてください。ボールベアリング
レールにうまく入らないと組み立てが出来ません。片方しか入らなかった
場合、同じ操作を再度片方だけ行ってください。

図の様にスライドレールをあわせ
ながら入れてください。

スライドレール部

引出
ＢＯＸ

引出

スライド
レール部ボールベアリング

レール

スライドレール

スライドレール
樹脂ロック 樹脂ロック

スライド
レール

スライドレール

ボールベアリングレール

●ｂタイプ（ボールベアリングスライドレール）

　引出

引出ＢＯＸ

ローラー
スライドレール

Pー9






